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意見交換する鈴木会頭、日商小林会頭と
第57回北海道・東北商工会議所連絡会議に鈴木会頭が出席

　 ９月９日 に 北 海 道 帯 広 市 に お いて 開 催 さ れ まし た 。  
　 席 上 、日 本 商 工 会 議 所 の 小 林 健 会 頭 か ら は「 中 小 企 業
が 抱 える 課 題 は 深 刻 化 して い る 。短 期 的 に は 人 材 不 足 や
人 件 費・物 価 高 騰 な ど に 対 応 するた め の『 価 格 転 嫁 』、中
長 期 的 に は 稼 ぐ 力 を 高 め るた め の『 D X 推 進 』が 重 要 で あ
る 。商 工 会 議 所 の 一 番 の 強 み で あ る『 ネットワ ー ク』を 活
かして 知 恵 を 出し 合 い 乗 り 越 えて い き た い」と い う主 旨 の
祝 辞 が ありまし た 。
　 会 議 終 了 後 の 懇 親 会 で は 、鈴 木 俊 雄 会 頭 が 小 林 会 頭 と
直 接 に 意 見 交 換し まし た 。

撮影場所：北海道帯広市懇親会場　　撮影日：2024年9月9日

企業・事業所の 
人材確保等に関する 
アンケート調査報告 …　2

 わが社のイチ推し 
 ネオスファクトリー(株)

…　6
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企業・事業所の人材確保等に関するアンケート調査報告

中小企業の人手不足が
※2024年7月8日～8月20日、 

白河商工会議所会員を対象合計211社が回答。
「人材雇用」、「人材育成」について経営者にアンケートを実施。
その結果を紹介します。くわしい内容はWEBをご覧ください。

check！

53.6 %
現状、人材が 確保できていない

業種別では「卸売業」が63.6％でトップ。 
人手不足の企業が多い一方、「募集をしなかっ
た」企業が約4割にのぼりました。 
その理由として「募集をしても応募がない」、「人
件費が払えない」と回答した企業が多いことか
ら、求人活動に消極的になっていることがうかが
えます。 
また、製造業では募集をしているものの依然と
して「求める人材が集まらない」企業が68％に　　
のぼり、求人と求職のミスマッチが起きていると考
えられます。

38.4 %従業員の定着に 問題がある

賃金の引上げ
問題解決のため必要と感じる取組みは？Q    

１位

２位 職場内のコミュニケーション

３位 やりがい・働きがいの創出

働きやすさ向上のため実施している取組みQ    

所定時間外労働の削減 ……………65.3%

なぜ企業は求人募集を行えないのか？

深刻化

人直
近
５
年
間
の
正
社
員

新
規
採
用
者
数
と
離
職
者
数

1,899

1,444人

7割超が
離職

採用者数 離職者数

※
回
答
企
業
に
お
け
る
累
計

%38.42023年度の 
採用活動は？

Q    

募集を 
しなかった

正社員を 
中途採用した

34.6%

非正規社員を 
採用した

正社員を 
新卒採用した

採用できなかった

15.6%

14.2%

13.3%

募集をしても 
応募がない（製造業）

人件費が払えない
（飲食業）

求める人材が 
集まらない（飲食業）

従業員の定着も大きな課題
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０
２
４
年
６
月
に
物
価
変
動
を
考
慮
し
た
実
質
賃

金
が
、
22
年
３
月
以
来
、
初
め
て
前
年
を
上
回
っ

た
。
８
月
６
日
に
厚
生
労
働
省
か
ら
発
表
さ
れ
た

「
毎

月
勤
労
統
計
調
査　

令
和
６
年
６
月
分
結
果
速
報
」
で
は
、

現
金
給
与
総
額
を
基
に
し
た
実
質
賃
金

（
実
質
賃
金
指
数

（
令
和
２
年
平
均
＝
１
０
０
））
は
、
前
年
同
月
比
１
・
１
％

増
と
27
カ
月
ぶ
り
に
前
年
を
上
回
っ
た
。
こ
れ
ま
で
名
目

賃
金
の
増
加
は
物
価
の
上
昇
に
追
い
付
い
て
お
ら
ず
、
労
働

者
は
賃
上
げ
の
恩
恵
を
十
分
に
得
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
し

か
し
、
そ
の
問
題
が
解
消
し
始
め
た
と
い
え
よ
う
。
６
月

は
名
目
賃
金
も
高
い
伸
び
を
示
し
、
就
業
形
態
計

（
一
般

労
働
者
と
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
）
の
現
金
給
与
総
額
は

49
万
８
８
８
４
円
と
、
前
年
同
月
比
４
・
５
％
の
増
加
と
な
っ

た
。
30
カ
月
連
続
プ
ラ
ス
を
維
持
し
て
い
る
。
こ
の
総
額
の

大
部
分
を
占
め
る

「
き
ま
っ
て
支
給
す
る
給
与
」
（
＝
賞
与

等
を
除
く
基
本
給
、
家
族
手
当
、
超
過
労
働
手
当
な
ど
の

「
定
期
給
与
」）
は
、
28
万
４
３
４
２
円
の
同
２
・
３
％
増
加

と
29
年
６
カ
月
ぶ
り
の
高
い
伸
び
と
な
っ
た
。
う
ち
一
般
労

働
者
は
66
万
４
４
５
５
円
の
同
４
・
９
％
増
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム

労
働
者
は
12
万
１
６
６
９
円
の
同
５
・７
％
増
と
な
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
全
国
ベ
ー
ス
の
統
計
で
は
、
実
質
賃
金
が
こ
の

６
月
に
上
昇
に
転
じ
た
も
の
の
、
地
域
別
に
細
か
く
見
れ
ば
、

居
住
地
域
に
よ
っ
て
、
各
労
働
者
の
肌
感
覚
に
は
差
が
あ
ろ

う
。
自
由
に
居
住
地
域
を
選
択
で
き
る
と
は
い
え
、
職
場

と
居
住
地
を
変
え
る
こ
と
は
そ
う
簡
単
で
は
な
く
、
労
働

者
一
人
一
人
が
努
力
し
て
、
賃
金
を
上
昇
さ
せ
る
に
は
限

界
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
た
め
、
地
域
の
住
民
の
賃
金

を
含
む
所
得
向
上
の
た
め
に
取
り
組
ん
で
い
る
地
方
自
治

体
の
政
策
が
、
こ
の
肌
感
覚
の
差
を
埋
め
る
一
つ
の
鍵
と
な

る
。
し
か
し
、
各
地
域
の

「
地
方
創
生
」
な
ど
の
地
方
活

性
化
政
策
が
地
域
経
済
の
活
性
化
、
地
域
住
民
の
一
人
一

人
の
所
得
向
上
に
結
び
付
い
て
い
な
い
ケ
ー
ス
が
見
ら
れ
る

と
の
指
摘
が
あ
る
。
例
え
ば
、
「
観
光
振
興
が
成
功
し
て
、

観
光
客
で
賑
わ
っ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
地
域
の
住
民
の

所
得
が
低
い
」
「
先
端
技
術
の
企
業
誘
致
に
成
功
し
て
、
順

調
に
操
業
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
地
域
の
企
業
や
住

民
の
所
得
が
低
い
」
「
多
額
の
補
助
金
・
交
付
金
等
に
よ
っ

て
公
的
な
資
金
が
地
域
に
流
入
し
て
、
住
民
の
所
得
が
高

い
に
も
関
わ
ら
ず
、
企
業
が
育
た
ず
、
地
域
の
生
産
力
が

低
い
」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

の
背
景
に
は
、
各
地
方
自
治
体
の

「
稼
ぐ
力
」
の

強
化
策
が
、
地
域
内
の

「
所
得
の
循
環
」
を
生
み

出
し

（
＝
地
域
経
済
循
環
構
造
）、
そ
れ
が
住
民
の
所
得

向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、
政
府

は

「
地
域
経
済
循
環
構
造
」
に
地
域
経
済
を
再
構
築
す
る

必
要
が
あ
る
と
し
て
、
15
年
４
月
21
日
よ
り
、
「
地
域
経
済

分
析
シ
ス
テ
ム

（
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ

（
リ
ー
サ
ス
））」
の
運
用
を

開
始
し
た
。
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ
は
、
産
業
構
造
や
人
口
動
態
、
人

の
流
れ
な
ど
に
関
す
る
官
民
の
い
わ
ゆ
る
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を

集
約
し
、
可
視
化
を
試
み
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

の
地
域
経
済
の
循
環
を
生
み
出
す
起
点
は

「
稼
ぐ

力
」
の
強
化
＝
企
業
収
益
の
拡
大
で
あ
る
。
そ
れ

に
よ
り
、
地
域
外
か
ら
の
所
得
の
流
入
と
地
域
外
へ
の
流
出

を
考
慮
し
た
地
域
全
体
の
所
得
が
地
域
内
で
循
環
し
、
最

終
的
に
地
域
住
民
の
所
得
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
が

好
循
環
と
さ
れ
る
。
稼
ぐ
力
の
強
化
策
に
よ
る
企
業
の
労

働
生
産
性
の
向
上
、
輸
出
・
移
出
拡
大
、
補
助
金
・
交
付

金
、
利
子
・
賃
料
収
入
拡
大
に
よ
る
地
域
外
か
ら
の
所
得

流
入
の
拡
大
、
そ
の
一
方
、
光
熱
費
等
の
地
域
外
へ
の
支
払

い
な
ど
の
縮
小
が
必
要
と
な
る
。

　

た
だ
し
、
実
際
に
は
、
地
域
経
済
循
環
構
造
が
、
好
循

環
と
な
っ
て
い
る
地
方
自
治
体
と
悪
循
環
と
な
っ
て
い
る
地

方
自
治
体
が
存
在
す
る
。
こ
の
格
差
を
各
地
方
自
治
体
が

認
識
し
、
そ
れ
を
生
み
出
し
て
い
る
課
題
解
決
に
向
け
て

地
道
な
努
力
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
が
、
地
域
住
民
一
人

一
人
、
ひ
い
て
は
国
民
一
人
一
人
の
所
得
向
上
の
持
続
性

を
維
持
す
る
た
め
に
重
要
で
あ
ろ
う
。
中
長
期
的
に
は
、

企
業
努
力
に
よ
る
賃
金
上
昇
に
は
限
界
が
あ
る
た
め
、
こ
の

よ
う
な
地
方
自
治
体
の
取
り
組
み
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
促

進
す
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
。

文
＝
株
式
会
社
大
和
総
研

　
　

金
融
調
査
部　

主
席
研
究
員

　
　
　
　
　
　
　
　

内
野 

逸
勢

国
民
一
人
一
人
の

 
持
続
的
な
所
得
向
上
の
た
め
に

流
を
読
む

潮

２

こ

そ

潮
流
を
読
む
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白河商工会議所会員数　2024.9.30現在　1,131事業所　

金融業部会掲示板

月開催のセミナーのご案内

㈱大東銀行 

【各種サポートツール】のご紹介

お客さまの事業にお役立ていただけるよう、経営計画
書類様式のエクセルシートがホームペー
ジよりダウンロードできます。
ぜひご活用ください。

資金繰り表作成サポートツール
・資金繰り表作成ツール
・資金繰り表作成補助シート

経営サポートツール
・事業計画書
・経営改善計画書
・工事受注状況表

大東銀行　白河支店
☎ 0248-23-4181

詳細は
WEBより

CONTACT US

お
知
ら
せ

白河六旗開催！
日時：令和6年11月9日(土) 14：00～
　　  開場 13：30～
場所：白河文化交流会館コミネス
内容：①応援団・チアリーディング・
　　　   吹奏楽による実演
　　   ②常磐もの海産物産品、
　　　   白河市地場産品の販売
入場無料！
10 月 7 日よりチケット配布開始

■10月2日(水)18：00～20：00
　後継者育成セミナー
　第1回「事業承継の準備」

■10月7日(月)14：00～16：00
　SNSセミナー
　中級編「集客からリピーター獲得の　　　　　
　ための売上30％アップ術」

■10月16日(水)15：00～17：00
　物価高騰への対策セミナー

■10月17日(木)
　ゼロから始めるデジタル集客実践セミナー
　第2回「今日からはじめる！ウェブサイト構築」

■10月30日(水)15：00～17：00
　働き方改革による生産性向上セミナー

白河商工会議所　☎ 0248-23-3101
CONTACT US

詳細は
WEBより

白河六旗実行委員会　☎ 0248-23-3101
CONTACT US

そのお悩み、専門家に 

相談してみませんか？

事前にご予約をお願いします　☎0248-23-3101

内 容 相 談 機 関 日 時

無料法律相談 吉川 幸雄 弁護士 10月８日(火) 
13時～15時

金融相談 日本政策金融公庫
郡山支店国民生活事業

10月９日(水) 
10時30分～16時

無料経営相談 福島県よろず支援拠点 10月22日(火)
10時～16時

働き方改革相談 福島県働き方改革支援センター 10月11日(金)
13時～17時

旧鹿島ガーデンヴィラは、「shin-KASHIMA」として生ま
れ変わり10月から一部施設で営業開始し、さまざまな
会合や宴会などを受け入れるとのことです。
また、結婚式や七五三など記念写真の需要増加を受け、
新たにメモリアルフォトスタジオが備えられます。
現在、改修工事が進められており、グランドオープンは
来年4月の予定です。

※ 会場はいずれも白河商工会議所会議室です。

「shin-KASHIMA」10/1オープン！

shin-KASHIMA　☎ 0248-21-7540

CONTACT US

10
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「
第
６
回
」
渋
沢
栄
一
の
包
容
力

沢
栄
一
は
、
ご
存
じ
の
よ
う
に

「
論
語
と
算

盤
」
「道
徳
経
済
合
一
説
」
を
唱
え
ま
し
た
。

ビ
ジ
ネ
ス
に
は

「
論
語
」
に
象
徴
さ
れ
る
倫

理
や
大
義
、
そ
し
て

「道
徳
」
が
必
要
だ
と
い
う
意

味
で
す
。

　

で
は
、
そ
れ
ら
が
欠
け
て
い
る
人
間
は
ビ
ジ
ネ
ス
を

す
べ
き
で
な
い
と
考
え
て
い
た
の
か
、
と
い
え
ば
、
そ

ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
『
論
語
と
算
盤
』

の
中
に
、
こ
ん
な
一
文
が
あ
り
ま
す
。

 　

「わ
た
し
が
実
業
界
の
人
間
と
な
っ
て
以
来
、
出
会

う
人
も
年
々
そ
の
数
を
増
し
て
い
る
。そ
れ
ら
の
人
々

は
、
わ
た
し
の
行
い
を
見
習
っ
て
、
お
の
お
の
得
意
な

と
こ
ろ
で
事
業
に
励
ん
で
欲
し
い
と
思
っ
て
い
る
。
そ

う
す
れ
ば
、
た
と
え
そ
の
人
は
自
分
の
利
益
し
か
目

的
に
し
て
い
な
く
て
も
、
そ
の
事
業
が
正
し
い
も
の
で

あ
る
限
り
結
果
と
し
て
国
家
や
社
会
の
た
め
に
な
る

だ
ろ
う
。
だ
か
ら
わ
た
し
は
、
そ
う
し
た
志
に
は
な

る
べ
く
共
感
を
持
ち
、
目
的
を
達
成
さ
せ
て
や
り
た

い
と
思
っ
て
い
る
」

 　

「
面
会
に
来
た
人
々
や
、
知
人
か
ら
頼
ま
れ
た
こ

と
で
、
道
理
に
か
な
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
わ
た

し
は
そ
の
人
の
た
め
、
さ
ら
に
は
国
家
社
会
の
た
め

に
、
自
分
の
力
の
及
ぶ
範
囲
で
、
力
を
貸
す
よ
う
に

し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
道
理
の
あ
る
こ
と
で
あ
れ
ば
、

み
ず
か
ら
す
す
ん
で
世
話
を
し
よ
う
と
や
る
気
に
も

な
る
の
だ
。
と
こ
ろ
が
後
か
ら
振
り
返
っ
て
み
る
と
、

『あ
の
人
は
善
く
な
か
っ
た
』

『あ
の
事
柄
は
見
間
違
え
た
』

 

と
い
う
結
果
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

　

し
か
し
、
悪
人
が
悪
い
ま
ま
終
わ
る
と
は
限
ら
ず
、

善
人
が
善
い
ま
ま
終
わ
る
わ
け
で
も
な
い
。
悪
人
を

悪
人
と
し
て
憎
ま
ず
、
で
き
れ
ば
そ
の
人
を
善
に
導

い
て
や
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。
だ
か
ら
、
最
初
か

ら
悪
人
で
あ
る
こ
と
を
知
り
な
が
ら
世
話
を
し
て
や

る
こ
と
も
あ
る
の
だ
」
（引
用
者
訳
）

　

そ
う
、
渋
沢
栄
一
は

「
自
分
の
利
益
し
か
目
的
に

し
て
い
な
い
者
」
「
最
初
か
ら
悪
人
で
あ
る
と
わ
か
っ

て
い
る
者
」
で
も
、
結
果
と
し
て
吉
と
出
れ
ば
、
ビ

ジ
ネ
ス
に
参
加
し
て
良
い
場
合
が
あ
る
と
考
え
て
い

ま
し
た
。
言
葉
を
換
え
れ
ば
、
お
そ
ら
く
彼
は
、
行

動
力
あ
る
や
ん
ち
ゃ
な
人
間
が
嫌
い
で
は
な
か
っ
た
の

で
す
。

　

彼
の
こ
う
し
た
包
容
力
、
多
様
性
を
認
め
る
力
が

合
っ
た
か
ら
こ
そ
、
日
本
の
資
本
主
義
は
現
代
に
い

た
る
深
甚
な
厚
み
を
持
つ
に
至
っ
た
わ
け
で
す
。

　

ひ
る
が
え
っ
て
現
代
、
ネ
ッ
ト
リ
ン
チ
や
自
粛
警
察

と
い
っ
た
言
葉
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
人
の
罪
を

見
つ
け
て
は
責
め
立
て
る
風
潮
が
続
い
て
い
ま
す
。
わ

れ
わ
れ
は
、
も
う
少
し
こ
の
包
容
力
を
持
っ
て
も
い
い

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

 

文
／
作
家
・
グ
ロ
ー
ビ
ス
経
営
大
学
院
客
員
教
授　

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　

守
屋　

淳

連
載　

渋
沢
栄
一
と
そ
の
思
想
に
学
ぶ

渋
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※　　　　　は前月との比較。

建設業 製造業 卸売業 小売業 サービス業

全国 1.241.24倍

県内 1.251.25倍

有効求人倍率(7月)

27人
22人

49人

男：28,22628,226人
女：28,25028,250人

56,47656,476人

白河市内人口(8月)

65世帯

24,20524,205世帯

白河市内世帯数(9月)

1,293人

1,746,1401,746,140人

福島県内人口(8月)

　県内の雇用情勢は、引き続き求人が求職を上回って推
移しており、一部に持ち直しの動きがみられる。

日本商工会議所
ＬＯＢＯ調査ＨＰ

　全産業の業況DIは前月と比べて横ばいでした。
　業種別に見ると、製造業は+0.2ポイント、小売業は+0.1ポイ
ント上昇しました。
　建設業・卸売業・サービス業は横ばいでした。　　　　　　　　
　規模別に見ると、小規模は-0.3ポイント下降、それ以外は+0.1
ポイント上昇しました。

2024年9月LOBO調査

白河商工会議所管内の業種別業況

白河商工会議所調査報告

0.01

▲ 宅配ボックス DLB3　　　　　　▲ オリジナル製品販売サイト

事 業 所 情 報　ネオスファクトリー(株)さんは、ポスト・宅配ボックスといった住宅関
連製品をメインに製作しています。
　この度、住宅メーカーや工務店向けにオリジナル製品の販売サイトを
開設し試験運用中！ 特に宅配ボックスはシンプル・堅牢で、戸建て住宅
に適した注目商品です！ 
　ぜひ、メイドイン白河の製品を安心してお使いください。

今月のイチ推しは「ネオスファクトリー(株)」さん

事 業 所 名
代 表 者 名
事 業 内 容
住 所
連 絡 先

ネオスファクトリー(株)
諸戸 文月
製造業
白河市東工業団地南一番地

https://www.neosfactory.co.jp
0248-21-6529

イチ推し！

check！

✓ 全面ステンレス　✓ 高防水仕様　✓ 幅428×高574×奥行432(mm)

宅配ボックスわが社のイチ推し

第５回

ココが推し！ ▲ 私たちが作っています！

　左開きタイプ　　　　　　　　　　右開きタイプ

ホームページ

0.01


